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【カバー紹介文より】 

 

絶対主義王権の伸長、華麗な芸術の開花とともに高まる再統合、内部論

争、世界宣教の気運、スラヴ正教会世界の動向と日本におけるキリシタン

禁制史を扱う章を加えて、叙述にいっそうの充実が図られた。 

 

 

 


